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同居されているかたがおられるのならば、できますれば皆さんでお読みください
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おつとめの練習会(八組声明講習会）
	 日時	 10 月 9日 ( 日 ) 午後 2時より 4時まで
	 内容	 念仏和讃三淘
	 持物	 真宗大谷派勤行本 ( 赤本 )
	 会場	 常入寺本堂
	 講師	 当寺住職

お東のお勤めの基本を

やさしく習います

どなたでも参加できます

2022 年平和の誓い
あなたにとって、大切な人は誰ですか。
家族、友だち、先生。
私たちには、大切な人がたくさんいます。
大切な人と一緒に過ごす。笑い合う。
そんな当たり前の日常はとても幸せです。
昭和 20 年（1945 年）8 月 6 日　午前 8 時 15 分。
道に転がる死体。
死体で埋め尽くされた川。

「水をくれ。」「水をください。」という声。
大切な人を一瞬で亡くし、当たり前の日常や未来が突然奪われました。
あれから 77 年経ちました。
今この瞬間も、日常を奪われている人たちが世界にはいます。
戦争は、昔のことではないのです。
自分が優位に立ち、自分の考えを押し通すこと、それは、強さとは言えません。
本当の強さとは、違いを認め、相手を受け入れること、思いやりの心をもち、相手を理
解しようとすることです。
本当の強さをもてば、戦争は起こらないはずです。
過去に起こったことを変えることはできません。
しかし、未来は創ることができます。
悲しみを受け止め、立ち上がった被爆者は、私たちのために、平和な広島を創ってくれ
ました。
今度は私たちの番です。
被爆者の声を聞き、思いを想像すること。
その思いをたくさんの人に伝えること。
そして、自分も周りの人も大切にし、互いに助け合うこと。
 世界中の人の目に、平和な景色が映し出される未来を創るため、私たちは、行動してい
くことを誓います。

令和 4 年（2022 年）8 月 6 日
　こども代表　広島市立幟町小学校　       6 年　バルバラ・アレックス
　　　　　　      広島市立中島小学校　       6 年　山﨑　鈴
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開催日　10月31日(月)午後2時より

11月1日(火)午後4時まで
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常入寺のホームページもあります　https://www.gobohan.com/　 ごぼはん　常入寺

常入寺

秋季　彼 岸 会

東老田　常 入 寺
富山市東老田 787　☎076-436-0816

先祖にあおう　親鸞聖人にあおう

今年の彼岸会では紙芝居を上演していただきながらお話しをお聞きしようと思っていま
す。
楽しく少し気楽にお話しををお聞きできるのではと思い計画しました。
いつも以上にお気軽に、 そして小さいお子さんと一緒にお越しいただけたらと
思っています。
皆様のお越しをこころよりおまちいたしております。

日   時  9月 25日 （日）　午後 1時 30分より４時まで

会   場  常入寺 本 堂

参加費  無    料
    ( ただし途中で賽銭を集めさせていただきます)

紙芝居法話 石川　正穂さん （富山市水橋小出 玉永寺）
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